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史 跡 足 利 学 校 参 観 案 内

参観 時 間　　 ４ 月～9 月　 午前９時～午後５時（受付は４時３０分よで）

10 月～3 月　 午前９時～ 午後４時30 分（受付は４時まで）

休　　 日　　 第３月 曜日 （祝日、振替休日のときは翌日）

年　　　 末　 ０ ２月２９日～12 月31 日 ）

施設整備のため臨時に休むことがあります。

参 観 料（消費税を含んでいます）

対　　　象 � 個　　　人 �団体(20 人以上)

一　　 般 � ４２０円 � ３４０円

高 校 生 � ２１０円 � １７０円

※中学生以下・障がい者の方は無料

案 内 図

至 新潟

司
剛
帥

至

・交通　電車／東武伊勢崎線

Ｊ Ｒ 両 毛 線

車／東北自動車道

北関東自動車道

至宇 都宮　 至宇 都宮

足利市駅から徒歩15 分

足利駅から徒歩10 分
佐野藤岡ICから３０分

足利にから15 分
太田桐生ICから２０分

佐野田沼ICから２０分

史 跡 足 利 学 校 事 務 所
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０ ，

ぺ

徳t

門 之I

入

徳

の
額
は
、
天
保

十

コ

ー（

四
〇
）
年

に

掲

げ
ら

れ
力

も

の
で

す
。
現
在

の
建

物

は

裏

門

を

移

築

し

た

も

の
と

い

わ

れ

て

い

ま

す
。
＠

兪
梅
昨

寛

文

八
（
二
（

六
（

）
年

の
創
建
。

足

利

学

校

の
シ

ン

ボ
ル
と
し

て

戸ヽ
戸
、

利

治
、
大

正

、
昭

和

そ

し

て
平

成

へ

と

継
承

夕
れ

て
い
ま

す
。

彩
剛
概

読
め
々
い
字
や
竟
味
の
解
ら
々
い
言
葉

々
ど
を
、
紙
に
書
い
て
こ
の
松
の
枝
に

瞎
ん
で
お
く
と
、翌
日
に
は
ふ
り
か
今

や
注
釈

が
っ
い
て

い
た
こ
と

か
ら

「
か
々
ふ
り
松
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

々
つ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
七
す
屏
主
九
草

の
こ
ろ
の
物
語

（
伝
説
）
で
す
。

＠

が
ｔ

昨

寛

文

八
（

丁
一（

六
（

）
午

の

創

建

。

朋

治

二
十

五

二

（

九

二
）
年

に

、
町

の

大

火

の
飛

び
火

に

よ

り

屋

根

門
扉

が
焼

け
、同

三
十

年
代

に
再
建

し

た
も

の
で

す
。

杏

壇

＝

孔

子

が
弟

子

応

ち

を

教

え

た

と

こ

ろ

に
、
杏

の
木

が
植

え

ら

れ

て

い

た
こ

と

に
め
果

し

て

い
ま

す
。

不丿

晰

梅ぐ

杏
壇
門
を
入
っ
て
左
手
に
あ
り
、樹
齢

百
年
を
超
え
ま
す
。
実
が
熟
さ
々

い

た
め
、青
い
実
が
黒
く
々
り
冬
ま
で
枝

に
残
っ
て
い
ま
す
。

常
に
実
が
断
え
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

呼
び
名
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
　

し
　
び
ょ
う
　
　

せ
い

び
ょ
う

○

孔

子

廟

（

聖

廟

）

寛

文

八
（
∇
一（

六
（

）
年

徳
川

幕

府

四

字 降 松

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１Ｉ
♂Ｉ

Ｉ
％
ｌ
　
Ｉ

♂－

ヽ
、
　
　

ほ

う
　
　
　

じ

ょ

う

ｇ

方

丈

学
生

の
講
義
や
学
習
、
学
校
行
事
や

接

客
の
た
め
の
座
敷
と
し

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

て

１　　　ｲ 吏

」:｡｡､
。､.JI

学

校

の
台
所
。
兪

堂
々

ど

日
常

生

活

行
わ

れ
た
と
こ

ろ
で
す
。｢／

．
.
. ｙ

復 原 さ れ た 方 丈 、 庫 裡

ｌｉｌ－－
　
　
　
　
　
　
　
　

－

Ｆ
ｌ

ｒ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
♂―″

回

希

昨

二

学
生

や
一
般

の
人
の
通

用
門

と
し

て
使

用

や
れ
て
い
ま
し

た
。

ｔ

－
ら

Ｉ
Ｉ

」

学
生
が
勉
強
し
た
り
、
生
活
し
た
り

し
応
と
こ
ろ
で
す
。

ごＳ ご
Ｊ

や厦

薪

木

や
農

具

置
夕
場

、
漬

物
々

ど
。の
食

料
を
保
管

し

力
場

所
で
す
。

図

1ん

《

二丿

書
籍

べ
外

で
大
切
々

も
の
を
納

め
て
い

た
蔵

で
す
。

四
十

二
年
に
建
て
ら
れ
ま

た

め
、
昭
和

た
。

元

、
刈

、
朝

こ
の
典
籍

が

十
八
冊

ノ ゾ
琵 早

'か ．

Ｉん



一
ぷ

聊

４
　

～一 一
゛
。

？
　
一
一
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が
屡
昨

寛

丈
（

（

丁
一（

六

八
）
年

の
創

建
。

利

治

二
十

五

二
（

九

二
）
年

に
、
町
の

大
火

の
飛

び
火

に
よ
り

屋

根
門
扉

が
焼

け
、
同
三
十
年
代
に
再
建
し
た
も
の
で
す
。

杏
壇

＝
孔
子

が
羊

子
た
ち
を

教
え
た
と

こ

ろ
に
、
杏
の
木

が
植
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

和

綿1

梅 ざ

杏
壇
門
を
入
っ
て
左
手
に
あ
り
、
樹
齢

百
年
を
超
え
ま
す
。
実
が
熟
夕
々
い

た
め
、
青
い
実
が
里
万

々
り
岑
ま
で
枝

に
残
っ
て
い
ま
す
。

常
に
実
が
断
え
々
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

呼
び
名
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
　

し
　
び
ょ
う
　
　

せ
い

ぴ
ょ
う

ｅ

孔

子

廟

（

聖

廟

）

寛

文

八
（

∇
一（

六

今

年

徳

川
慕
に府

四

代

将

軍

家

綱

の

特

に

造

営

す

れ

友

も
の

で
、
中

国
朋

時
代

の
聖
廟

を
模

し

た
も

の

と
伝

え

ら

れ

て

い
ま

す
。

乖

て
ん

奥

「
秤

莫
」
は

儒

孝

の

祖

で

あ

る

孔

子

と

、

そ

の
弟

子

を

ま
っ
る
儀

式

で
、
こ

の
言

葉

に

は
「
供

え

物

を

置

く
」
と

い

う
意

味

が

あ

り

ま

す
。
現

在

、
史

跡

足

利

学

校

、
東

京

の
湯

島

聖

受

、
岡

山
県

備

前

市

の
閑

谷

学

校

、
佐

賀

県

多

久

市

の

聖

廟

々

ど

で

行

わ

れ

て

い
ま

す
。

＊

足
利

学

校
で
は
毎

年

十
一
月
二
十
三
日
に

行

わ

れ

ま

す

。

霖程

口
序

王
の
書
斎
。
岸
主

の
接
客
や
、
学
生

に

個
人

教
授

が
行
わ
れ

た
と
こ

ろ
で
す
。

（
汝

〈
〈
ｔ

〈
づ

書院から孔子廟を望む

池
と
築

山
か
ら
々

る
築

山
泉
水
式
庭
賎

南
庭

溺
は
鶴

が
は

ば
た
く
よ
う

に
見

え

る

入
り

組
ん

だ
水

際
、
北
庭

両

は
亀

の

よ
う
に
見

え
る
水

際
と
々

つ
て
い
ま
す
。

平
成
二
二

九
九
〇
）
年
に

復
原
し
た
も
の
で
す
。

1
1
1
1
1
1

た

め

、

昭

和

た

。

元

、
刈

、
朝

こ
の
典

籍

が

十
（

冊

疸 に 種
回 植‾１
持 え 算
定 ら 夙

ｅ

叫
を
廓
訃
ｔ
年

足

利

学

校

が
廃

校

に
々

つ
力

べ

後
、
朋

治

三

十

六

二

九
〇

三
）
年

に

遺

蹟

図

書

館

が
開

設

す

れ
、
書

物

を

継
承

し

現

在

に

引

夕

継

が
れ

て
夕

て

い
ま

す
。

現

在

の
建

物

は
大

正

こ

一

九

て

盛

年

に
建

て
ら
れ
た
も

の
で
、
市
重

要

文
化

財

に

特

定

さ

れ

て

い
ま

す
。

足 利 学 校全 景



１

～

生

涯

学

習

の

時

代

～

「
自
学
自
習
」
の
精
神
を
今
に
伝
え

る
教
育

の
原
点
（
日
本
最
古
の
学
校
）

足
利
学
校
の
歴
史

¬ ¬　
に 野 ¬　 寄 な 小お

学 日 ま 風 山 足 鎌 進 る野;足
徒 本 た 雅 に 利 倉 し の 篁E利
三 国 天 の慟 の 建 ぶμ 説6学
千 中 文 一 く 学 長 呈2 ゛ 校1

‾最 十 都人 校 寺 ⌒ 上゙2鎌 の
と も八 会 ‘々 に 住 学 杉1倉 創
い 大 ＿で も は 持 長 憲W時 建

ｌ　ｌ
江 学 日

戸 徒 本

時 三 国

代 千 ヤ

と も人 会‘々 に在 学相 倉
゛ 大　 で もは持 長 か時
わにこ あ漢諸 のぶi実£代
言 顔

な有
芒 し
み がは なが説2

名a l;1 つ 集 ｀ど な

万な　　
っ り長 し現 ど

坂ﾐj2 仕 学享て 在 が
｀;)東了 す事 問元 学 国あ
の ン　。に に⌒4ふ堂11

創
建
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
の
国
学
の
遺
制
説
、
平
安
時
代
の

倉
時
代
の
ぞ
秘
え
お
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
ヽ

歴
史
が
明
ら
か
に

杉
憲
実
（
室
町
時
代
）
が
、
現
在
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
書
籍
を

学
長
）
制
度
を
設
け
る
な
ど
し
て
学
校
を
再
興
し
た
こ
ろ
か
ら
で
す

住
持
の
、
玉
隠
永
嶼
は
、
長
享
元
（
一
四
（

七
）
年

の
詩
文
の
中
で

に
は
諸
國
か
ら
学
徒
が
集
り
学
問
に
励
み
、
そ
れ
に
感
化
さ
れ
て

か
ら
学
徒
が
集
り
学
問
に
励
み
、
そ
れ
に
感
化
さ
れ
て
、

を
口
ず
さ
み
っ
つ
仕
事
に
い
そ
し
み
、
足
利
は
ま
こ
と

四
九
）
年
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
＝
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り

≒

最
も
有
名
な
坂
東
の
大
学
」
と
世
界
に
紹
介
さ
れ

の
末
期
に
は
「
坂
東
の
大
学
」

の
役
割
を
終
え
、
明

治
五
年
幕
を

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
足
利
学
校
の
精
神
は
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
よ
り
「

史
跡
足
利
学
校
跡
保
存
整
備
事
業
」

を
実
施
し
、
平
成

二
年

江ヽ
戸
中
期
の
姿
に
甦
り
ま
し
た
。

叉
最
１

柔
軟

足
剰
厚
燕
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